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A case study on the influences of Foreign Language Activities on 
teachers’ consciousness at an elementary school




The purpose of this study is to investigate the influences of “Foreign Language Activities” 
on elementary school teachers.  The new Government Curriculum Guidelines for Schools will 
begin from fiscal 2011, and “Foreign Language Activities”will be compulsory for students in 
the fifth and sixth grades.  This is a problem for elementary school teachers, because they 
haven’t received “Foreign Language Activities” teacher training.  However, many teachers at 
B Elementary School have a forward-looking approach, so I decided to investigate the various 
factors.  To this end I have researched six teachers’ consciousness changes which were 
affected by their educational practices at B elementary school.  As a result, I discovered that 
the teachers were affected by children’s growth patterns and by their colleague’s cooperation.
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H21. 8. 18 調査】
Fは地方出身である。小学生の頃は、外国ド
ラマや世界文学に興味をもっていたそうであ
る。中学生になって英語の授業が始まった。「私
は英語の発音がおもしろいなと思って、よく教
科書に付いていたテープを真似していました」
と語っている。英語の発音への興味は持続して
いったようである。「ラジオで基礎英語を毎日
聞いて、２年、３年でちょっとサボっていたこ
ともあるんですけど、いろんな知識が身につい
て楽しかったです」とも語っている。高等学校
では受験英語の学習に精を出している。また、
高校でのある英語教師について、「すごく流暢
に英語を話す先生で、印象的で、英語って、こ
ういうふうに身に付けて使うもんなんだなてっ
のを、知りました」と、コミュニケーション手
段としての英語への関心も高めている。
関西の外国語大学の短期大学部で英語を学ん
だ後、学習塾講師を４年間勤め、ハワイにある
私立大学に１年３ヶ月留学している。その後、
学習塾講師をしたり、自分で学習塾を経営しな
がら、地元の国立大学に通い、中学校・高等学
校の英語の教員免許状を取得している。中学校
の英語教師を目指していたが、英語の教員採用
試験が高倍率であったため、通信教育で小学校
教員免許状を取得して、東京都で小学校教師に
なった。
教職経験２年目の平成20年度に受け持った
４年生の場合、「英語で言ってみたら、よく分か
らない」と子どもが消極的になってしまったこ
ともあったが、平成21年度に受け持っている
１年生の場合、「１年生だから、すごく喜んで真
似します、みんな積極的ですごく喜びます」と
語っている。Ｆは現在の小学校教師の仕事にと
ても満足しており、「今の仕事が好きで、子ども
が可愛くて、中学校の先生になりたいとは思わ
ないです」と語っている。
児童の喜んで活動する姿が、中学校の教師へ
という考えを消え失せさせたと捉えている。
７ ．６名の小学校教師の意識変容の事例から見
えたこと
今回の６名の小学校教師への意識調査の目的
は、外国語活動・小学校英語活動の授業に取り
組むことが、小学校教師の意識にどのような影
響を及ぼしているかを明らかにすることであ
る。教師の前向きな姿勢が引き出されているB
小学校の事例を研究することによって、何が教
師の姿勢を前向きにしているかを探りたいと考
えた。
この６名は二つのタイプのグループに分ける
ことができる。一つは、成長過程の中で外国語
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や異文化に興味を持ち、英語が比較的に堪能な
B、C、Fのグループである。もう一つは、成長
過程の中で異文化にあまり興味を示さず、英語
に対して苦手意識を持つA、D、Eのグループで
ある。両者に共通していることは、外国語活
動・小学校英語活動の授業に前向きに取り組む
姿勢を示すようになっていることである。
B、C、Fの事例の方から検討してみよう。
Bは国際的なイベントの一環として、国際交
流の楽しさを経験している。中学校では、「英語
が一番好きでした」と語るように、外国語に強
い興味を示している。大学では、小学校教員免
許状以外に中学校・高等学校の英語科の教員免
許状を取得し、小学校英語活動の授業も履修し
ている。また、国際理解教育の授業で、留学生
との交流の楽しさを味わっている。教師になっ
て、外国語活動の授業創りに行き詰まるが、B
の周りで一緒に授業創りを考え合い、話し合う
職場の仲間に支えられ、コミュニケーションを
重視した授業を模索してきた。その結果、外国
語活動・小学校英語活動に対して、「何か教え込
む、教えるんじゃなくて、活動していく中で、
何となく体に入っていったりとか、小学校の英
語はそうなんだな」と認識するようになってい
る。大学で主に学んだ中学校英語教育とはっき
り区別して考えるようになった。Bの場合、大
学で小学校英語活動についても学んできたとい
う基礎があった。それを支え成長させたもの
は、職場の仲間との対話と協同的な研究活動で
あったと考える。ここで対話とは、多田孝志の
提唱する共創型対話を意味している。また、実
践活動を進める中で、Bは「雁字がらめにしな
いで、広い心で受け入れられるようになってき
たかな」といった柔軟性への意識ももつように
なった。佐藤は、「新任教師自身が子どもとして
体験した一二年間に及ぶ学校生活の経験は、教
職生活の出発に、ある保守的な生活をもたらす
原因になる」（8）と指摘している。Bも、地方に
おける自分の被教育体験が起因した保守的な要
素をもっていた。だが、それが外国語活動・小
学校英語活動への取り組みを通して、少し柔軟
性を帯びてきたのだと考える。
Cの場合、洋楽、洋画を楽しむ中で異文化へ
の憧れをふくらませ、英語への関心も高めてい
く。海外旅行で異文化を楽しみ、オーストラリ
アの小学校での日本語教師の経験をし、日本語
学校の職員として海外で交渉を進める仕事をこ
なす中で、実践的な英語コミュニケーション力
を培ってきた。Cは英語自体には抵抗感がなか
った。そして、外国語活動・小学校英語活動の
授業を進める中で、他教科においても、真の意
味での全員参加の授業を求めるようになった
り、授業をそのねらいに立ち返って根本から考
えるようになったりしている。Cの意識をその
ように変容させたものは、手探りで外国語活
動・小学校英語活動の授業の在り方を探究し、
全員の児童が満足できる授業を求める中での気
づきが、他教科の授業へと広がっていったと考
える。そして、それを支えたのは若手もベテラ
ンも自由に語り合える職場の仲間による共創型
対話と協同的な活動であったと捉えている。C
の事例からも、職場の仲間との共創型対話が重
要であったことが読み取れる。
Fの場合、中学生の頃から英語が大好きで、
短期大学で英語を学び、ハワイにも留学してい
る。学習塾で英語を教える仕事を経て、中学校
の英語教師を目指すが、採用試験が難関であっ
たため、小学校の教師になった。Fに小学校教
師の仕事に対する満足感を与えたものは、外国
語活動・小学校英語活動の授業において英語を
楽しむ児童の姿であった。
B、C、Fは、英語自体には抵抗感がなかった。
程度の差はあるが、比較的に容易に授業実践に
取り組むことができている。BやCを支えてき
たのは、職場の仲間との自由な雰囲気の中での
共創型対話と、協同的な研究活動であった。そ
して、Cは授業を根本から考えるようになって
いる。Fを小学校教師として満足させたもの
は、英語を楽しむ児童の姿であった。
では、A、D、Eの事例を検討したい。
Aの場合、中学生から大学生に至るまで英語
の学習にあまり興味を示してこなかった。高校
や大学時代の海外旅行においても、異文化に対
して積極的な評価をしていない。教師となっ
て、小学校英語活動に携わるようになっても、
やはり消極的な姿勢であった。そのAが研究推
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進委員長となり、悩みながら研究推進をする。
Aは外国語活動・小学校英語活動の授業創りと
いう新たな知見を求める研究活動の中で、Cと
同様に他教科の授業においても、授業をそのね
らいに立ち返って根本から考えるようになって
いった。それは、Aを取り巻く職場の仲間がA
を支え、その仲間による共創型対話と協同的な
研究活動がAの意識を変容させていったもの
と考える。Aの場合、Aを支える同僚との対話
と共に、『小学校学習指導要領解説 外国語活動
編』との対話も重要であった。
Dの場合、英語に対して苦手意識を持ってい
る。だが、英語から逃げることはできないと思
い、Cや他の同僚の授業を参観し、自分でも授
業創りに取り組んでいった。その中で、Dは、
英語を楽しみ、積極的に活動する児童の姿を発
見する。そして、自分の児童の捉え方がいつの
間にか固定的になっていたことに気づいた。定
年退職後の再雇用という立場ではあるが、Dは
「この子はできる子とか、できない子とか分け
ない」指導、学級経営を求めて進んでいる。そ
の要因は、英語を楽しみ、積極的に活動する児
童の姿であった。英語を楽しむ児童の姿に触発
された自己内対話が、Dにとっては大きな意味
があった。
Eの場合も英語に対する苦手意識があった。
自分が担当する特別支援学級における小学校英
語活動の実施に対しても消極的であった。とこ
ろが、学級の児童が小学校英語活動の授業を楽
しんでおり、他者とのコミュニケーションが苦
手で、引きこもりがちな児童が、積極的に他者
と関わろうとするようになっていく姿を見て、
小学校英語活動を支持するというように意識が
変容している。これは、児童の成長する姿がも
たらした意識変容であると捉えている。ただ、
英語については、相変わらず苦手意識を持って
いる。
A、D、Eは英語に対して苦手意識を持ってい
る。A、Dは、職場の仲間との共創型対話と協
同的な研究活動の中で、支えられて実践を進め
てきた。そしてAは、コミュニケーションを重
視して授業を根本から考えるようになっていっ
た。Dは、自分の児童の捉え方や授業、学級経
営を見直すようになっていった。そこには、や
はり英語を楽しむ児童の姿があった。Eは、自
分がT１となって授業を進めた経験は持たなか
ったが、学級の児童の成長する姿によって、意
識が変容させられたのである。
６名の教師の意識変容を事例として取り上げ
検討してきたわけであるが、教師の意識変容を
促す大きな要因は、英語を楽しむ児童の姿であ
り、成長する児童の姿であったと考えている。
そして、支え合える職場の仲間がいて、自由に
対話ができる雰囲気があり、共創型対話が行わ
れ、協同的に研究活動ができることが大きな要
因であったと考える。
ところで、佐藤は教職の魅力にいて、「教職を
選択する人々の動機は多様だが、誰にも共通し
て意識されている教職の魅力として、教職の文
化的実践の『創造性』と個人の人生に関与し公
共の幸福に貢献する『倫理性』（人道性）があ
る」（9）と述べている。ここで考えてみると、自
由に対話をし、協同的に研究活動を進めるとい
うことは、佐藤のいう「創造性」という教職の
魅力に繋がっていくのではないだろうか。ま
た、英語を楽しむ姿、成長する子どもの姿とい
うのは、「倫理性」に繋がっていると考える。つ
まり、教職における「創造性」、「倫理性」とい
った魅力が、教師の意識変容に関わっていると
考える。
８．おわりに
B小学校では、新たな大きな課題である外国
語活動・小学校英語活動の研究に取り組むため
に重要な要素は、教師間の自由な雰囲気をもつ
対話、協同的な活動を生み出す同僚性、創造的
な研究活動であった。また、児童の成長する姿
が、教師の意識変容を促していた。
まとめると以下のような要因が、外国語活動
を無理なく小学校現場に定着させていた。
① 　ベテラン教師も若手教師も一緒になっ
て、自由な雰囲気の中で新たな知見を見い
だそうと対話（多田が提唱する共創型対
話）する教師集団が成立していたこと。
② 　支え合って協同的に研究を進める同僚性（10）
が成立していたこと。
中山　博夫58
③ 　学習指導要領等を研究し、外国語活動の
目標をよく吟味し、根本から授業を考えた
こと。
④ 　外国語活動を楽しみ、成長する児童の姿
を直視していたこと。
これらの内容は、学校経営の改善に寄与する
ものであると考える。外国語活動が、小学校現
場に無理なく定着するためにも、B小学校の例
にあるように、支え合う職場の仲間による自由
な対話と協同的な研究活動を大切にし、児童の
成長する姿を求めて、全国の小学校教師が一歩
一歩前進されることを期待したい。佐藤は「教
師を生きることは、〈教師であること〉の意味を
探り続けながら〈教師になる〉学びを生涯にわ
たって継続することにほかならない」（11）と述
べているが、教師の成長のためには一歩一歩の
生涯にわたっての前進が重要なのだと考えてい
る。
【註】
（１）平成10年の小学校学習指導要領の総合的な学
習の時間における外国語活動を小学校英語活動
と表記している。また、平成20年度の小学校学
習指導要領の外国語活動は５・６年のみの活動で
あるため、１年～４年で外国語活動を実施する場
合には、小学校英語活動と表記することにした。
（２）Ａ区の他校の校長からの聴き取りによると、
担任主体で外国語活動を進めようという気運が
高い学校は、あまりないそうである。また、愛知
県名古屋市においても、筆者は外国語活動の教師
の意識に及ぼす影響についての調査を試みた。名
古屋市の場合、JTEが主になって授業が行われて
いる場合が多い。新学習指導要領が完全実施され
る平成23年度も、１年～４年は１学級あたり年
間４時間、５・６年については１学級あたり年間
20時間、JTEが派遣される予定である。名古屋市
教育委員会の担当指導主事、国際理解教育同好会
会長・会員から聴き取り調査を行ったが、担任が
主体的に授業を進めようとする気運は低いとい
うことであった。Ｂ小学校のように、学校が一体
となり担任が主体的に授業に取り組んでいる事
例は、調査に値する数少ない事例の一つである。
（３）川又俊則　「第一章　ライフヒストリーとは何
か」、『ライフヒストリー研究の基礎』、（創風社、
東京）、p.21、（2002）
（４）山崎準二　「第三章　教師としての成長を支え
るもの」、稲垣忠彦・寺崎昌男・松平信久編『教
師のライフコース』、（東京大学出版、東京）、
p.79、（1988）
（５）前掲書、p.79
（６）江戸川区立二之江小学校　「研究の概要」、『研
究紀要　心豊かにたくましくコミュニケーショ
ンする子どもの育成　～ＡＬＴ（ＪＴＥ）とＨＲ
Ｔでつくる英語活動の推進～』（江戸川区立二之
江小学校、東京）、p.3、（2009）
（７）多田孝志「２章　二一世紀の市民社会の基本
技能としての共創型対話」、『対話力を育てる 「共
創型対話」が拓く地球時代のコミュニケーショ
ン』、（教育出版、東京）、p.45、（2006）
（８）佐藤学　「教師の生活世界へ」、『教師というア
ポリア［反省的実践へ］』、（世織書房、横浜）、
p.306、（1997）
（９）佐藤学　「序論＝教師というアポリア〈《中間
者》から《媒介者》へ〉」、前掲書、p.11
（10）教師の専門的力量形成には、同僚教師の援助
や助言が大きな役割を果たすことが注目されて
いる。学校経営において、教師の協同的な活動や
助言の重要性を表す言葉として使われる。
（11）佐藤学　「教師の生活世界へ」、前掲書、p.300
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